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愛知県自然観察指導員連絡協議会

三重県自然観察指導員連絡会

～合同行事～

秋の藤原岳自然観察会
尾張支部北岡明彦

愛知・三重両県指導員協議会の初めての合同

行事として、春・秋2回の藤原岳自然観察会を

企画しました。春は生憎の雨のため、僅かl2名

の参加でしたが、秋は好天にも恵まれ、67名の

多数の参加があり大盛況の観察会となりました。

日時；9月22日（日）9:00～l6:30

コース；三岐鉄道西藤原駅一藤原岳自然科学

館一聖宝寺－6合目（昼食）－8

号目一（有志避難小屋）－8合目

一大貝戸道一西藤原駅

近鉄名古屋駅7:31発松阪行き急行に乗車、富

田（とみた）にて三岐鉄道に乗換え終点西藤原

駅に9:01着。藤原岳自然科学館にて全員集合。

両県指導員（愛知9名、三重4名）・尾張支部

自然観察友の会（8名）・藤原岳自然探査会

（約15名）のほか、一般参加の人も加わり、老

若男女合わせて67名の大部隊となった。

ミカエリソウ（ピンク）

テンニンソウ（イエロー）

秋の花の代表選手

三重県指導員の清水さんによる藤原岳のおお

よその紹介の後、早速登山開始。
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今日の観察テーマは、①秋の草花を楽しもう

②植物の垂直分布を観察しよう、の2点。

第1ポイントの鳴谷神社は、ツプラジイ．タ

ブ・ツクバネガシの常緑樹林（標高150m)。

皆がまず歓声を上げたのが鳴谷滝のカリガネソ

ウの美花。そして、その臭い（悪臭）にまたび

っくり1聖宝寺道はすぐスギの人工林に入る。

6合目直前で天然林にぬけるまでに恐れていた

ヤマビルの大襲撃に会い、犠牲者5名・・・腹

をすかせた動物への献血有り難う．．．。ミカ

エリソウ・テンニンソウ・アズマレイジンソウ

といった本日の主役も出現。6合目にて昼食。

へ

リスの食痕（オニグルミの実）

場所：藤原岳聖宝寺道6合目

その6合目で見つけたのが、オニグルミの実

についたリスの食痕。近くには、イノシシの足

跡もハッキリ。

なお、第2ポイントの6合目(600m)の植

生はミズナラ・コナラ・カジカエデ・ヤマボウ

シの落葉樹の下層にツゲ・アセビ等の常緑樹と

シロモジ等の落葉樹の混じった落葉樹林に変化

していった。へ
J

ここから山頂までは、まさに花の山。新しい

友達への挨拶が本当に忙しい程。山頂部のスス

キ原も穂が出揃い、実に美しい。シオガマギク

・クサボタン・カワチブシといった高原の植物

を楽しんだ後、下山。苦労して登った有志に対

する藤原岳からのお土産はニホンザルの群れ。

9合目少し上の登山道近くに出現、子猿を含め

て20余頭の群れが、じっくりその行動を見せて

くれた。

“花の山”は即ち“動物の山”自然がいかに

豊かに残っているか、私たちに強力にアピール

してくれた一日だった。ロープウエイも山岳道



路もないことが、この藤原岳に自然が残ってい

る最大の要因だが、石灰岩採掘も年々進んでい

るのが現状。さらに、貴重な植物を違法採取し

ていく輩も後をたたず、登山道沿いから華麗な

花たちが消えていく始末。

足がかなり重くなってきた2:45，8合目にて

本日のまとめをして解散。「こんな企画を来年

の春また実施しよう」をアピールして、三重県

グループは聖宝寺へ、愛知県グループは大貝戸

へ下る。

上りののろのろに比べて、下りは何と早いこ

と。膝のガクガクを除けば、全員無事下山。l

へ合目で飲んだ谷川の水のなんと美味しかったこ

と！

天候にも恵まれ、参加者も多く、けが人（ヒ

ル被害を除いて）もなくまずは楽しい、花の山

旅となり、幹事としては、あ～良かった・・・

◆本日の記録◆

○見た花一イヌショウマ・サラシナショウマ

（白い試験管ブラシの如く）・ゲンノショウ

コ・ミツバフウロ・アキノキリンソウ・クル

マバハグマ・カシヮバハグマ・モミジハグマ

・モミジガサ・ナギナタコウジ1．ヤブミョ

ウガ・ミツバベンケイソウなどなど

○味わった植物一ヤクシソウ・アケビ・カン

ボク

ヘ○臭いをかいだ植物一カリガネソウ・コクザ
、ギ・ミヤマシキミ・ナギナタコウジ1

○拾った植物一オニグルミ・ミズナラ・クリ

味覚の秋・収穫の秋。これも秋の自然観察会

の楽しさです。

○見た野鳥一ヤマガラ・コガラ・サシバ・

トビ・カケス・コゲラ

協議会行事報告

★自然観察指導員購習会

・期日：平成3年9月14日～16日

・場所：愛知青少年公園（長久手町）

愛知県と日本自然保護協会の主催する講習会

が開かれました。受講者は63名（うち県内53名）

で、そのうち47名が私達の協議会に加入してい

ただきました。

なお、講師は金田平先生、植原さん（山梨県）

開発さん（協会）で、地元講師としては協議会か

ら8名が参加しました。

★運営委員会（普及担当部会）

・期日：平成3年10月6日

・場所：産業貿易館（名占屋市中区）

・出席：5名

・議題：平成4年度以降の事業について

今後の協議会の活動をどのようにもっていく

かについて意見交換を行いました。自然観察会

の進め方についての問題点、協議会の活動とし

て何が必要かなど考えました。この結果は、平

成4～8年度の5年間事業計画としてまとめる

予定です。

★理事会

。期日：平成3年10月12日

・場所：産葉貿易館（名占屋市中区）

･出席:12名

①今後の事業について

今後予定している指導員研修(ll月）、シダ研

修(12月）、土壊生物研修(2月）の3回について

概要の説明。機関誌の年報「愛知の自然観察」

の内容として、自然観察会の結果・調査の中間

報告・束三河支部の10周年行事結果・個人の調
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査研究等をまとめ、次回総会時に発行すること

を検討しました。

②組織の改正

協議会の事務局の中に4つの部会を設けて事

務を分担するとともに、役員構成の一部を変更

することとし、次の総会で規約を変更すること

としました。詳細は、運営委員会で検討します

。なお、会員資格で、自然観察指導員でない場

合は常に理事会の承混がいることとなっていま

すが、これを再検討すべき等の意見がありまし

た。

③5カ年事莱計画について

当面の会の事業の方向を示す「5カ年事業計

画（平成4～8年度）」をまとめることとしま

した。普及事業関係では、全県一斉観察会の代

わりにテーマ別観察会の実施、環境教育等のテ

ーマを設けて意見交換等を行う研究会やシンポ

ジウムの実施、自然観察路マップや自然に親し

むマナー集の作成などが案としてあがっていま

す。

④その他

平成元年以降の会費が未納となっている会員

(20名）については事務局から会費納入を特に

依頼するとともに、今年度中に会費が入らない

場合は脱退扱いとする。協議会の略称について

は事務局で方向をまとめる。近県の指導員連絡

会を集めたブロック会議の呼びかけを検討する。
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観察会報告

長野県下伊那自然観察会（9月8日）

奥三河支部石川静雄

当日は、台風接近の影響で朝から雨模様。案

内をして下さる長野県下条の村上さんに連絡し

たところ「こちらは雨が降っていない」とのこ

とでしたので、問い合わせのあった方に連絡し

予定通り実施することにした。県境新野峠に午

前lO時集合、参加者は7名であった。午前中は

阿南町化石館を見学、午後は村上さんが建設中

の下条ﾗﾝドﾕー ｽ･ﾎｽﾃﾙで昼食のお世:猫
をいただきながら、広々とした農場の見学、シ、

ヤガイモ堀り、お土産にトウモロコシやリンゴ

まで頂き参加者一同感激。村上さんご家族にお

礼を申し上げ、帰りは近くのおおくでの池周辺

の自然観察、阿南町農村文化伝承センターを見

学した。新野峠近くでは紅紫色の花をつけたツ

リフネソウの群生が各所でみられ、また棲み分

けした黄色の花のキツリフネも点々と群生して

いた。さらに、この地で初めて見たトクサの群

生も印象的であった。

江南市草井自然観察会（9月8日）

尾張支部後藤春

尾張支部の9月月例観察会が江南市草井の木

曽川河川敷で行われました｡ﾃー ﾏは､特異え得
多

河原の動植物の生活です。

参加者は、指導員5名、友の会5名など合計

20名でした。

川原に下り、少し観察を始めた頃から台風l5号

の接近で雨が降ってきましたが、9月になって

も残暑が厳しかった日々よりはむしろ心地よく

雨を待っていたかの如く、植物たちは勿論、石

も生き生きとしてきました。

それに、あの条件下で生活していくために、

それぞれ工夫して生きている草々に驚き、特に

カワラハハコは印象的でした。

又、地元の三輪氏の話はさすが実感が伝わり



で北側が干潟、南側が磯と変化している地形。

磯浜では解散してカニ・イソギンチャク・巻貝

等を観察、採集、昼食後再び観察・実験を続け

最後にまとめ、生物の名前の確認、質疑応答、

オニグルミを傘の柄で採っては皆さんに土産と

され、うれしかったですね．．．。

昼食後はまた暑くなり、クズの花の匂いにむ

せながら、早々とサクラの木陰に引き揚げまし

たが、楽しい一日でした。

もう一度、足元に関心を持とうと思い直しま

した。

2時解散｡

負黙だより
、
！
●
。

●
●
一
銀

ものみ山だより－21世紀万博予定地

尾張支部北岡由美子

海上の森は、そろそろ秋をむかえています。

キキョウ・オミナエシ等の秋の七草の仲間は終

わりをつげ、あちこちに咲いていたワレモコウ

も色があせつつあります。反対に、ガマズミ類

の赤がつやつやととてもきれいです。アケビも

結構実り、おいしい秋になってきました。今の

みどころは、沢沿いに現れるアサギマダラの優

雅な飛翔とアキチョウジの深い紫です。道沿い

にノコンギクも咲き乱れ、海上の里にはアキア

カネがいっぱいです。11月17日（日）にこの海

上の田で、ビッグ・アートを描き、航空写真を

撮ってもらう予定です。

また、12月1日（日）午後1時より、協議会

の顧問をして頂いている河合雅雄先生の講演会

を瀬戸市にて催します。

何とかして、この海上の森を残していきたい

と思いますので、関心のある方は是非ご連絡下

さい。

帰化植物マメアサガオ

〔河原の植物たち〕

カワラハハコー草丈20cm余で銀色、葉は細

く裏側に巻いて水分の蒸発を

極力ふせいでいる。

カワラマツバーやはり葉は線形をしている。

カワラヨモギー葉は細くヨモギの仲間とは

思えない。

〔河原の昆虫たち〕

ツマグロヒョウモン・ツマグロキチョウ

コムラサキ・ゴマダラチョウ

一

磯の生物観察会（9月23日）

知多支部加藤寿芽

・一般参加数－68名

・指導員数－12名・県関係者－5名

・集合場所一美浜町野間大坊9時30分

・コースー野間海岸～富具岬磯場

・解散－14時

〔内容〕

野間大坊に集合、参加者を5班に編成し出発

乳牛舎より乳牛を見学、牛を間近に見た家族が

多い。また、スピーカーで音楽が流れていた。

これは牛乳の量が沢山でるように聞かせるそう

だ。海岸に出るまで砂の量の観察、家の中まで

飛んでくるとのこと。松並木の傾きから冬の風

向、強さを観察。海岸（干潟）の草花、干潟の

様子、海鳥が杭に一羽ずつ止まっていることの

確認。海苔の種は作業見学、富具岬は川を挟ん

公
、

秋の使者アサギマダラ
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民間企業における自然観察会

東三河支部丸山嵩

私の勤務する豊川信用金庫は、昭和六十二年

に創立五十周年を迎え、「心の豊かさ」を基本

テーマに各種の記念行事を展開し、その一環と

して「東三河の自然観察マップ」の作成並びに

「親と子の自然観察会」を企画いたしました。

自然観察マップ、自然観察会ともに、指導員

連絡協議会東三河支部（東三河自然観察会）の

諸先生のご指導をいただき、本年は、八月二十

一日に台風十二号の合間を縫って愛知県民の森

で「第五回、親と子の自然観察会」を実施いた

しました。

戦後、日本の経済は、エクセレントカンパニ

ーの旗印の下、国民の懸命の努力の結果、急速

な発展を遂げ、世界中の人々から驚きの目で見

られております。

しかし、世界の経済大国となった今、強い事

だけでは世界に通用せず企業経営にも「文化」

が要求されるようになり、所謂「アトラクティ

ブカンパニー」魅力ある企業の時代が到来した

と言われております。企業文化とはその企業の

歴史そのものであり、その確立には長い時間を

要するものであります。

豊川信用金庫における「親と子の自然観察会」

は、必ずしも学習を目的としてはおらず、自然

と人との触れ合いの機会を提供する事により、

自然の素晴らしさ、大切さを肌で感じて頂くこ

とを主題にしております。従って、一発逆転的

な発想を持たず、ひとつひとつの活動の積み上

げを大切にしていゆきたいと考えております。

親と子の自然観察会は第一回から本年の第五

回までに、延べ六百名の参加を得ておりますが、

カワムツやサワガニ等の観察に目を輝かせてい

る子供たち、そして真剣にノートするお母さん

方の姿を励みに、息の長い観察会にすることを

念願しております。

5

自然だより

奥三河支部石川静雄

10月上旬。新城地方の山林の原野は、秋の七

草をはじめ、ヒガンバナ、ツルボなど色鮮やか

な花が咲き乱れる。「萩の花尾花葛花なで

しこが花女郎花また藤袴朝豹（朝顔）の

花」万葉集に詠まれた秋の七草も、今が見頃。

自然観察に最適の時期である。ところがこの秋

の七草のうち、フジバカマだけまったく見られ

なくなった。同属のヒヨドリバナやサワヒヨド

リは健在であるというのに。

東三支部10周年行事のお礼 の
東三支部長武田孝夫、

9月15日、東三支部10周年記念行事を無事終

えることができました。協議会を代表し大竹会

長さん、また他支部の方にもお出で頂き誠に有

り難うございました。

当日は、天候が若干心配でしたがミニ観察会

・トーク＆コンサートと順調にすすみ、我々の

念力が通じたのか、最後まで雨に降られないで

無事すみました。250人に及ぶ参加者があり

自然の大切さ、素晴らしさ、不思議さを十分知

ってもらえたと思っています。その詳しい内容

は11月上旬発行の記念誌また協議会の年報の中

でご報告します。

東三支部一同、この経験を今後の活動に生か

していくつもりです｡今後とも宜しくお願いし含
ます。

コンサート会場風景



[シリーズ］私のフィールド

石巻I_I_I

東三河支部中島芳彦

石巻山は、豊橋市街より北東約7Innの所にあ

り、弓張山系の主稜より西に延びる石巻尾根の

ほぼ西端に位置し、標高356mの山頂は石灰

岩の大岩塊で、風雨に侵食された石灰岩が織り

なす景勝地です。

青稜街道を東進し神田川にかかるお茶屋橋の

所にバス停があり、右手に石巻山自然歩道入口

の案内板が有ります。（現在橋の架け替え工事

をしている為分かりずらい。）
へ

これより山手に向い1.51gn程進むと石巻神社

の下社が左手に見えてきます。お宮を通り越し

すぐに右折し、山道を車で登るのが最も手軽に

石巻山に登るルートです。

今日は、文明の利器を麓の間場口に置き、石

巻自然歩道を歩き頂上を目指すこととする。

この自然歩道は、車の普及で登る人も少なく

荒廃していた登山道で、昭和44年に豊橋自然

歩道支線第1号として生まれ変わり、その後、

石巻山登山のメインルートとして多くのハイカ

ーに利用されています。

登山道は登り易く、キョロキョロ観察しなが

ら登っても転倒することは無いと思います。

右手にスギ、ヒノキの人工林が広がり左手に

コナラ、シイ、カシ林が続きます。夏は地元の

へ子供達がカブトムシ、ミヤマクワガタ等の虫採

りを行う場所となっています。500m程でツ

ブラジイの大木の下に第1休憩所が見えてきま

す。

9月下旬とはいえ汗でべっとり。ベンチに腰

掛けやっと周りの黄色や音を聰くゆとりができ

ました。弱々しくツクツクホーシが鳴き、ミン

ミンゼミは声が割れ痛々しい。コゲラのドラミ

ングだけは何時来ても元気だ。汗も退いたとこ

ろで、第2休憩所に向いゆっくりと登る。ここ

はやや広い平坦な尾根上にあり、アキアカネが

群飛していました。特に日当りが良く風の当た
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らない所に多くいるのが観察できました。

第2休憩所を過ぎると薄暗いヒノキ林となり、

ザトウグモが盛んに行く手を横切る。

金田集落よりの参道と交わる第3の休憩所を過

ぎると旅館街が見え、鳥居をくぐり急な石段を

上りつめると、石巻神社の山上社です。この付

近の石は暗緑色の輝緑凝灰岩です。凝灰岩です

から火山灰がもとになって出来た岩で、石灰岩

の産出する所によく出てきます。

山上社では、旧正月14日15日にかけて「

管粥祭」が行われます。この神事は、神田でと

れた斉米を芦の管と共に粥に煮る。夜、丑の上

刻、神前に祈祷かがり火をもって点火し、口伝

の行事を行いつつ榊の三岐の木で粥をかきまわ

し、15日卯刻、管を開き当年の作物の吉凶を

占う古式の神事です。今年こそ是非見たいもの

と張り切っていたが風邪のため空振りに終わり

ました。

石巻山に登る前に石巻山自然科学資料館を訪

れてみましょう。石巻山周辺を中心に、弓張山

系の自然科学関係の資料が展示されています。

山上社と頂上までの標高差は126m、延長

600m程の距離ですが変化に富んだ自然観察

が出来ます。

整備された登山道を数十m進むと大きなタブ

ノキに出会います。いつもこの木をトントンと

叩いて「また来たよ」と語りかけても知らんぷ

りをして見下げています。

これより奥の院に通じる歩道を登ると、両側

にホシダ、オドリコソウ、ヤマアイ、アオキ等

が群生しオオシマザクラも見られます。

さらに進み足元の石ころが白くなると、大岩

壁の下に着きます。一帯は杉の大木に囲まれ、

梢から差し込む光が「このしろ池」を照らして

いました。このしろ池は、石灰岩と輝緑凝灰岩

の間に湧き出た水が溜った小さな池です。

池の周りはオニヤブソテツ、ツルデンダ、ヤ

ナギイチゴ等が自生し、かっては、このしろ池

の水は長寿の泉とも言われていました。

奥の院の岸壁下を通り、石灰岩の露出する坂



として、国の天然記念物に指定されました。

涼しい風を一杯受け寝そべりながら大空を見

ていると、ツバメが群飛し、腰の白いイワツバ

メも混じっている。ものすごい勢いで突っ込ん

で来たかと思うと岩頭寸前で急上昇し、点のよ

うに小さく遠ざかり、また岩頭めがけて飛来す

る。見ていて飽きないものです。

「アー何だ－」トビかな、でも少し違うみた

い。良く見るとサシバだ。3羽のサシバが悠々

とツバメの中に舞い上がりました。そうか、季

節はもう秋なのだ。

を登るといい臭いがすることに気付きます。

覆いかぶさるコクサギをかき分けて進むため葉

が擦れあい発臭したものです。

薮漕ぎに飽きたころ西の尾根に出ます。杉林

の下にカラタチ、カジノキ、イヌビワ、コクサ

ギ、アオキ等が自生し石灰岩特有のカルスト地

帯を形成しています。

風化水蝕により出来た蛇穴は奥行きが約13

m程あり､昔、大蛇の住みかと伝えられ、この

名が付きました。約60cm程の蛇穴に太った体

で挑戦する。よっんばいになり必死で進む。恐

る恐る出た所は、奥の院の岩壁の真上でした。

この一帯はカラタチとキツネノカミソリが群生

し開花時期には、美しい光景を見ることができ

ます。

また、このようなカルスト地帯には、オオケ

マイマイ、オオギセル、ヤマタニシ、ベニゴマ

オカタニシ等の陸貝が見られます。降雨時に登

ったところ、盛んに動き回っていたが、今日は

岩の割れ目等に隠れているのが観察出来ました。

その昔、天狗の舞の広場と言伝えられている

天狗平で一息いれていると、アサギマダラがフ

ワフワと飛んで来ました。こんなのんびりとし

た飛翔力で本当に海が渡れるの蝉であろうかと不

思議に思う。

岩頭の北側を回り込み頂上を目指す。岩壁に

設けられた鉄製の階段を登ると標高356mの

頂上、雄岩です。

岩頭は、雄岩と西の天狗岩、東の雌岩の3峰で

構成される切り立った岩壁です。

頂上の石灰岩地帯は、乾燥し、さらに十分な

土もなく、根を下ろすには過酷ですが、そんな

所にも生き続ける植物が多く見られます。

岩の隙間のわずかな土に、イワシモツケ、イ

ワツクバネウツギ、ミツバベンケイソウ、イブ

キポウフ、キリンソウ、カワミドリ、ホウライ

カズラ、ツルマサキ、クモノスシダ、ビロード

シダ等の石灰岩地帯特有の植物が見られます。

このように県下でも珍しい石灰岩地であるため、

昭和27年10月11日、石灰岩地帯植物群落

‐

石巻山岩頭

、

翰

《
一

ベニゴマオカタニシ

鯵‘…喜一
…篭 鍵

》
ヒラマイマイイシマキゴマガイ

0123cm
；．‐．
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廃品を利用した実験観察器具の工夫④（最終回）
＞<ダニ／ブブ､二子甫集岩号

竹内哲也

察時の発想を実験で確かめて見たいことが二つの容器は紐で縛る 備考観察時の発想を実験で確かめて見たいことが

しばしばあるけれど観察用具をどの様に栫えた

らよいか？その材料は？、となると諦めてしま

うことが多い。廃品のインクのカセットのケー

スは、切る、穴をあける、接着するなどの工作

が用意にできるのが良い。丁度、芸術家がイメ

ージを粘土で再現してみることに似ている。

何年か前、千葉県の茂原市の水田でメタンガ

ヘスの泡に火をつけてみたことがある。水上置換
によるガス溜め装置を椿えて溜め池（ど』池）で

実験してみたいものである。そうしたら今の観

察会の動植物対象のテーマに変化をつける事に

なるかも知れない。林床に落ちた木の葉の変化

は、観察会で取り上げられるが、水におちた有

機物（木の葉）の分解が理解できるのではない

だろうか。

‐

‘

－ちょっとひねった自然観察V

冬緑植物カラクサシダ
尾張支部北岡明彦

物の通称であるスプリングエフェメらいの小さな葉を茂らせるシダです。樹木や

えば、すぐカタクリやニリンソウが 草がすっかり葉を落とした頃、ブナの樹幹か

ぶと思いますが、冬緑植物と言われら精一杯葉を伸ばし凍りつくような寒さにた

思い出しますか？えている姿を見ると、「ヤァ、今年も頑張っ

を出し、冬の間に光合成を行い、他てるネ！」と声をかけたくなります。

葉が茂る春には地上部は枯れて夏眠ちょっと変わり者の冬緑植物たちに、可愛

いう生活サイクルです。他の多くのいいニックネームがつくといいですね。

春緑植物の通称であるスプリングエフェメ

ラルといえば、すぐカタクリやニリンソウが

頭に浮かぶと思いますが、冬緑植物と言われ

て、何を思い出しますか？

秋に葉を出し、冬の間に光合成を行い、他

の植物の葉が茂る春には地上部は枯れて夏眠

に入るという生活サイクルです。他の多くの

植物が眠っている冬に、陽光をたっぷり浴び

て、養分を蓄えます。

その代表選手としては、ヒガンバナ科のヒ

ガンバナ（田の畦）やキツネノカミソリ（林

縁）と、シダの仲間のフユノハナワラビ・オ

シャゴジデンダやカラクサシダがあります。

今回の主人公カラクサシダは、温帯の岩上

や樹幹のコケの間から、冬の間だけ2.5c'IIぐ

8

。



①日本野鳥の会愛知県支部愛矢口の自然蚕見察一

自然石汗究一自然ｲ呆言菱グループ

会員の方々から寄せられた情報をもとにまとめ

ました。ご協力有り難うございました。情報が少

なく、不十分な形ですがご報告します。

記載内容①会の名称②代表者③連絡先

④活動内容⑤入会方法・資格⑥会費等

①尾張野鳥の会

②浅沼秀夫

①西三河野鳥の会

①東三河野鳥の会

①暮らしの環境調査ネットワーク

②鈴木成和③名古屋市瑞穂区片坂町l-32

コーポホック302鈴木成和盆052-831-3559

④身近な環境を見直し環境保護活動につなげる。

⑤とくになし⑥無料

①名古屋昆虫同好会

①モンキー友の会（モンキーセンター）

へ

①豊田植物友の会

①平和公園自然観察会

②滝川正子③名古屋市千種区鹿子町7-30

滝川正子竃052-781-2595

④都市部に残された平和公園南部において、自

然観察、環境教育を行い都市部に残された森の

大切さを呼びかける。毎月第2日曜日に観察会

を行う。⑤とくになし⑥無料

①中部の環境を考える会

①矢田庄内川をきれいにする会

①瀬戸の環境を考える連絡会

②加藤昌

①子供たちに裏山の自然を残す会①東山の自然を守る会（東山自然観察会）

②武田篤③岡崎市八幡町2-57

武田篤竃0564-21-4405

④毎月第3日曜日9時30分に東山植物園ロータ

リー南に集合。草刈り・ごみ拾い・観察会を実

施。開発から東山公園南部を守り、自然を復元

すること。

①白玉星草八丁トンボを守る島田湿地の会

①名古屋ため池の自然研究会

②浜島繁隆④調査研究・保
（
卓④調査研究・保護及び知識の普及

①かもしかの会

③細井剛①三河生物同好会

②宗川元章③豊橋市呉服町28

宗川元章画0532-52-9229

④生物の調査・研究、研究誌「虫譜」の発行。

⑤とくになし⑥年会費2000円但し高校生以下

1000円

①南知多生物研究会

④機関紙「エコロケーション」の発行等

①名古屋哺乳類研究会

①自然の学校

②相地満④自然観察、音楽会、研修会①渥美自然の会

②大羽康利③渥美郡赤羽町高松字一色4

④渥美の自然の調査研究・保護活動

⑤⑥とくになし

①知多自然講話会

①武豊町壱町田湿地保護の会9



自然観察施設訪問③

一一サロハミミン；墨庫

厚生才EE国ビジターセンター－

中西正

木道の一番端に来て、その先を見渡すと地平

線が見えた。地平線の方向を双眼鏡で覗くとエ

ゾカンゾウで黄色に染まっていた。地球の丸さ

を体感できる湿原がこのサロベツ湿原だった。

そのだだっ広い湿原の真ん中にビジターセンタ

ーは建っている。湿原の中から眺める建物は実

にこじんまりしていた。大草原の小さな家とい

ったところか。

へ木造二階建てで、入って左側がインフォメー

ユションセンター、そこに管理人がいる。その向

こうにはサロベツ関係の参考図書が置かれてい

る。ワンフロアーの中央には二列にパネルが立

ててあり、湿原の紹介がなされている。パネル

の間にはいすが置かれ、その上手には教卓が置

かれている。自然教室も開かれるのだろう。

二階はパネルが少しあるが、観察のための部

屋と思われた。窓際にはプロミナーも設置され

ている。ここからは湿原中の小鳥類や植物の詳

しい観察は無理と思われる。フロミナーは野鳥

観察によく使われるが、ここでは湿原の広さを

感じるための小道具のようだ。サロベツの広さ

だと、二階程度では高さを感じなかった。

入口の対面には湿原に出られるドアがつけら
へ

れていた。ビジターセンターに入った人が、少

なくとも管理人の情報を得て湿原に出られる構

造化と思った。木道にここからだけ出られると

すれば、誠に興味深いと思ったが、残念ながら

他からも出ることができた。ドア付近には現在

観察できる植物や動物の名前が書き出されてい

た。

遊歩道はl.lkmで、ただ歩けば20分とかから

ず回れてしまう。しかし、ひとたびゆっくりす

れば1時間かけても回れないのではなかろうか。

イソツツジ・ツルコケモモ・トキソウ・アサヒ

ヒランと小型の花が咲いている。腰を下ろして

観察できる植物たちだ。目立たないヤチヤナギ
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も興味深い。愛知県では貴重種として保護され

ているものが、ここではどこにでもはえている。

立ち上がればさえぎるものがない。丈の低いヌ

マガヤが優占するだけに、地表が滑らかに見え

た。この植物を越すのはエゾカンゾウだけだ。

遊歩道を歩くうちに何度立ち止まり、その広さ

を確認したものか。

ここのビジターセンターは国立公園の中のの

もとしては貧弱に感じた。しかし広い湿原の中

ではこの規模がいいなと思い直した。



火歓迎新入会貝ご忽介
さる9月l4日～16日の愛知県自然観察指導員

講習会で新たに、47人の方々 が私たちの仲間に

加わっていただきました。今後のご活躍をお祈

りするとともに、誌上で自己紹介をお願いしま

した。

よ砿こ
『
込戸rj

一b一一一－

へ

（
蜜
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TELb－rEY－庇－4於庁←
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小
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自轌モ血,て.人悶いきと&Q/通なしら”．

一m匠

雨すること

『

鯉しぁ､』，迩永,，序3』。ミ犀稔容個終:tの

笑生QnL.掌し,+跡､‐らた'γ､て1ll形ら．

お名前 石川ﾇー 住所 〒4関春日井市高轟台3-16県賦住宅5-1“

貝味ある分野 自然景■

自己紹介

協田会活動に

期待すること

日本の自燃の紐と水の昼かさを見るにつけ、日本に生まれて

-よかったと思う．

年をとっても活勘したいので、会の長い存峡を期待します。

夢名菌 面れ時 住所 〒(畔)欠・↓・方欠､‘－54し胤塀'I"lTELofJA－6／一・o9ア

具峰のある分■ ｵnW勺、職脹桝か衿叩3(

白戸■介 暑く､､!謬向ｲもゆり

…壬、'二

期待すること

恥如'3-.'延・毛咋い､く－鋤Y、
ｨ”,､'くみ､､w1v､、覗叱っ呼奄一

お名駒 多絢桝 住扇I 手職t難『畷
千万廻〆W~I

具峰のある分局 施野ﾂ．

目亟介 鮴念,浪草紀神唱醗：
‘ずとzも認,"､･9で
ｱﾇﾘの務垂．且ﾌ゙ｲ痒刻ﾉ．

一助に

期待すること 卿輔縦零壊季
山<軒
↓庇'、上，

お名飼 頑澗冷 住所 〒い勺1）TEL

細職大pqflQ幻日口舌電

具妹のある分野 噸丸洩の生態．

日邑璽介 ,l-塊力､P好王．

…唾匠

期待すること

お名前 '11角貯 住所 〒仏”TEL
J〃
I

〃”溌辮i197満災請ﾑ?ノ
ロ味のある分■ 人恥仏幼

目亟介

各

ｨ↑秘喧牟<ご迄不十
…蚕⑭n尾

噸すること
抄隼秀和みif総復恢･蚤減して
みかく"色吟

お名航 惟田息笈 住所 〒(鯉)恥縮附獅抽屠碑杉岬払TELoくら1.L5.lo+4,

具嘩のある分野
釣針洲旬

自己紹介 祇鋼･uﾉ犀騨{へ.の恥整(夛鄭無?!)".
侭壁垂助に

期待すること

鉛でか細'､与毛に糸やい晃鯉､､乱でいむ、
恭聯､ﾊL,公．

お名碗

し
〆

夷雛 住所 〒(“)榊祇z361-17w#,7"'障隆iozSTEL

~のある分■ 研陶
白戸鍾介 痴称沌鯛至職燭"･j月アヲ日的0差

…壁‘牙

蹄すること

マー-"一口グー
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お名煎

b

…あて,分野 草花Z-』之痢なｳ3

白戸■企 九'3.k･"Z-ﾉｩﾏでｳZAf"鍵か･柚
YZI2. か､ンハーリ与L"

手溌',殿?潭常営焔…ダ お名前 弧細〈．尚､住所 鞭’》鐙揃強煕紳-'1-7
具妹のある分野 肘才再閲
自己組介 伽M燃汀”て.."抽州IIV》
睡垂金墓

期待する

動に

こと
､鋤脈
纈餓剛郷灘鱒榊斌‘

お名的 ifa)陽年 住所 〒(秘)鉦舜H赤，己鰄所z-WTEL"煙一”／－孫丞／

具味のある分刀
末を艮虐

自己超介
冒種ヵ､鋼禰きて-魂

位…活動に

期待すること 斫'ず農の朗'農

お名飼 三牢#H海
住所 〒(”力塩田
TEL

市恕〕-21-‘
｡“さ－”一万'"3

’

…のある分野
植物.昆負(41r{ヌロソヌゼん）

目亟介
d.l帝証か摺江一；郷1

､てiエ

鰄噴にぃ罪､､有

月ﾉ回ｲ蝿RM"3と良､､て･71a

お名煎 "･腺雅チ 住所 ｊ牛終
Ｌ

〃
１
Ｆ
』

一
丁
７
０
ﾙ季市何tc永瀬町子歩

貝味のある分野 爺悔．持偏鱗9

目亟介
とにかく詮婦三上と一堂兜命'二F1ル''でｦ．

'し句燕号です（．”し全謁厭‘!【洞．．

性癖だ‘7極東金.""!診玲やp‘”‘て･万（
””か'1不ｻかP歳索な!‘qで、B穐心wじ周乙竜

お名航 帆司 住所 湖h沙舛雑夕ん"ノ
丘自由ヤJZ""､ﾉー ﾉ

グクシフ

具味のある分巧 畠立緬浄畔カルレ類
且牽介 亭魂銀吃7“ﾒ>}のイケ屋{で“ま.す

創侮陰陰lま時岬3装湘漣き!ま
搭力･鵬､‘込騒､､"

お名航
山吋即1

住所 了屋上,,,_〃獅抄埼身,企〒("3)

“のある分野
Jﾊで筒'<沢7，1,,1JV、

自己組介
芥貢ffM,Iﾁ､さ人ノーチ｡･･K3,.のv導我fｲ｢?躯7

伽.!}や『､､博湛.；~し“､､うZ卯

お名前 7k野真葬 住所 〒(4“)らち跡千滝巳上野2-13-4
TELワZ弓－1頁I盲

貝味のある分■ 勘勃こ種物イモ''やb塁'し毎んか乙畠‘,..､曲

自己紹介 4*nl震ないが錫奇‘も･がつき辱い.アン,:ﾂﾝヌにやふ-ご忍亨

画一助に

期待すること

内思い.’ﾉ四つ泥鐘稀ｲ全季S諏吟こパﾗｴ云に躯ひ
え零ｼﾄ的辱や公．農の内令苔の涙ぅな雨‘f1号会乏顕符
してg可．

お名前 古尽茨． 住所 〒“3)ろ錘諾豈､j,置天¥aZT目'＆/f,c
TELどfユーゥフョータタノノ

『

具味のある分野 鳥J,植物

目亟介 『攻撮号”たや黄正起”城ヶ岳間そ.即斑の
ペースーで八､Aして、’3マ．

竜池尊詔§蓮稚心難して矛を､,のて‐

鯵f捨拳をお砿.、し$可．

お名前 面更認
占
当
Ｕ
ｒ 住所

厩
心

》
》

銅
迺

》
－

，
Ｊ
の

妙
Ｕ

〃
１
Ｅ

〒
Ｔ

具味のある分野 永主壬靭乙丞貫

自己組介 :蜷滝も毛ﾂー ･刀がら.＊辺宛規'､拝金"努めて…
壱・＞狐り､うロ.ざラシ子イアでモガニノ､･･jいﾉー ’

耕吟辰(ずﾙﾉ分可でワド獅派'7姉vl沢一

お名前 加騒知跨 住所 滝f糖曹愚巾迄艀管枢町q-匹ェ3仁－99ユI

具味のある分■
恩やた.(L,啄源‘ノ

白皀皿介
d4畳､'かf表a･J,tP･"画､AI,い霞，‘j､z,,,Lg､!"

ど･しううもの私z'3が､閃･〆犯が〃う““弄圃,･唱乃．

お名前 ｲ〃謀獺 住所 檸鍛撤診爵Iﾕ13ユ〒（
TE

癖のある分野

口 車

茨島
自己細介 伽椴拙寸州f乞私'肌

糖1,3（、

お名前

ミ
、
準
二
一
〈

ユ
生
国淵 住所 鰐g蒲騨嚇謀綴職’嬢幽〒

丁

具味のある分野 崖きて鴨､ろもの今Z

自己組介 木｡温もり大鋸苛人問で．プ．

…勘に

期待すること 炎､､}息期脅してざ1．

奏名魚 恒見皇 住所 私'粛撒權勢灘雛
畔のある分巧 指標走狗（今蒔セミヵ､､ﾗ）

自室■介 挿撫ごﾛ弧､今の虫徒&丁．

画室塞助に

期待すること

也l=がく､含々名､しゐと毛ら‘‘た､､．
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お名薗厄原デ
房

芦
住所 〒(f"ぅ舟古刷念己融z－lrノ
TELク42－血4-/799

牢のある分野 穂物（讓芽､'f耳.濁）
自亟介 ”*．測揃拷鷺鮒河荊榊
…垂唾匠

噸すること 句ども駅ざ之隷1た‘,､伝と危い、心、
X)L<

お名■ 厳イ銅 住所 〒（“"）
3“ヂ羅嘩澱,．，｡』･Z

TEL〃『ン．〃〃・クタ”

具妹のある分野 形1糸““芽（人が》､”2F･'””の）

目亟介 B虜蝿抑'膠ｸﾅｲ1""17'fgl分る〃7.7.1.

…動に

期待すること

〃ｻffキ印｜えツリオ逸Lj;鋤&"KI脚》

お名前 嚥旙 住所 〒(岬)え班＄
TEL心ノ"ざ

，昨Mにﾉ、碓ﾉ了'37｡.j
企ノDノ

典味のある分野
植力.瞥に).味

目亟介 也鋤ユマ隣天下-"，人匪,リテひむ．､． ●

色壁壬畦に

期待すること

お名繭 ｵ馳践3住所 ？(“TEL母象蹴鋸鱗均'”
恥のある分■
『 旭珂(算凡.＃4叉）

目亟介 郷血ﾘ141a､ｻ鋸l-､混玩諺

お名曲 沸幹鮒 住所 7""種鐙騨f尋〃一？
具嘩のある分巧 祁打た‐
目亟介 方蝦"馴小〃〃安塚妄“
位一m瞳

噸すること

信一

''/′

お名駒 群測住所 〒（今貯）TEL

必ぢ柾ﾔ？ﾛ19王奴ウノーヨーキノ』

醇のある分局 動物rくIで昆f，

白戸■介
ｲ牟力あソ．平》、ｲ企チ．穴&唾

t齢溌螺瀦但し､』腿W五分ダラ皿5．3二

儲黙騨測認凋
お名飼 八個粥 住所 〒（）乃鎚?醒めTEL〃1(70〃タ“ノ

蛎詞92Z？

貝味のある分■ 水ユ昆鼠

目亟介 航忍鯲彰溜1噸且､‘唾祁及-こゆ
色一型に

噸すること

ー

お名繭
農碕昇一

住所 〒(4ﾕ4）
TEL

恥ﾊﾁ鉾&衣燭eT年下4,判今-1
9粋寸碓ハイツAﾕoj鈍歩4列･御'4

癖のある分野
牽木，特に心臥.篭吊に"》tの．

白戸璽介
鴎4，髭坐り狛開為戴穴'"主3迅諏．

一堂に

”すること

▲酷澗ﾉ息+'､§迄w37－コ.灯匙宇放遮可-”郷乃今久
匙作,11必‘‘。

お名前 乞脈J列 住所 〒(似")メ､』ろヤイ､通う襲塀慎撹“-zTEL◎歩盃Kr空ろう身1コ君

貝味のある分毎
勇ら．う弘塾･錘ﾉ卑働種動じ甦弘

目亟介 毎汽(回弘一ルドの戎画l睦坤〃褐軽食､8,､冬､､守多

一堂に

率すること

ぜん芋塞かとい､．｝｡､叫い､予垂》鍵パ,罰哲．
裸の捧公w‘雰ｲﾑｭい･･･畢塁"●ｦ6

お名前
､}､放犀域

住所 〒("“）メ,)A詞7油
TELAf“－J‘f・グノクノ

可陥ﾉ腰'術う●シ
栃磨企桂整〃侈・フ

貝峰のある分■
輸釦馴坐↓,1.いと鰍ゴの0Y43Ｇも

目亟介
刑工診孑,,此7．上占，の葬立_ﾊｧI杓私"久歩".“、

…、底

露すること 猶÷例擁しダダ』鉦,〈☆､,‐

お名飼 詞誠 住所 一
Ｔ
Ｔ
Ｕ

(群）
EL
岡ノ堵』ﾜ､草“－頁蔀---,〃、〃

具味の

K

ある分■ 心池泓、t,"S
／

目亟介
〃

<即)面垂‐ぽ.体力IF予箆とR“尚
…趾に

窮すること 聖｡ｽ1今

お名駒 劒ｷ横 住所 縫剛縦撫7鰐》舟織イマー7
具味のある分野 ､笂珍迄“為符雌熱赤峨鋤
自己紹介
堺恥却躍z絢池J1梶胤ｲ沙')

値＝助'二

”すること
凋f”I'修穐腔伽峰癖(に､､の2-坪〈'袖､､〔
嫁LI,､.(刺紗侮鰹が牙）

お名薗I謡
Z・

灯噸住所 報綴ノ
〃の＝

唾のある分■ 瓜の植加
目亟介 ｨ刺|丁鯆あり顔'震號'ｧ(ノ
…垂⑭r

噸すること‐'iWM=|髻似､”蝦浦

お名碗 恥も 住所
沌御‘榊尉農p"tZ""fftAw-'侭－8】一身こ◎を

脾のある分■ 植物艮必

目亟介

町

税ムャ¥卿の燗垂鋤LEU,t_Z･*f

一也腹

窮すること
I祁拳は唾･牡-"以呼



夷書職｜､鋤
臭味のある分野

白壺介

藷名繍|稚鍬津|僅蔚|手州灘？瀞猟，。
A1“

よ－J〆-クンユ

臭味のある分野

自己躯介

聾c,3､ﾉ．卉哩W7.人挙馨､良

呼昏&､ぜひ'ﾙ･･や､患､式”々e二'､卓
･bT1-℃州I呑々 ．

植功(舜↓息ス三四ノカ継雄.）

ｿ升卜飼乎塚拷､zf7.
ﾔﾃ威准翁かし蕊しZﾀｲﾏ､ｿ7'津3

〃ビケテ鋤カモ将”≦い、

お希娠辱”講和”‘富くや尋､つむ私瞳
h~､.1-画くう升､.33レc－

睦雫壼髄に

期待すること

‐壼動に

期待すること
Zバ行鋤カモ将弓

賓謬鮒|金田劇陰蔚|手批搦静‘1鷺唾訓2－'『
興味のある分野自然観蜜全般
自己細介 二泌菖どんとi鴬;熊行雪之,‘と洲荊冠“

洞【

:霊笙禎に洞し 寿両

（3

琴
蘓

’
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
↓
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一

震
臺
一
一
蕊

肌
０

〃
』
じ
ん
剤
Ａ
Ｊ

泣準蓋助に

期待すること 横に商し

《
ノ

一 ＝■可■＝＝

－

諦幕稜記
◆学校は4月、新入生が入ると活気づきます。

協議会の新学期は新入会員の入られる9月。新

会員のご活躍を祈念するとともに、会に新風を

起こしてもらいたい。私、個人としても刺激を

受けることを楽しみにしております。そこで新

会員の方にお願い、これからは観察会にはしば

しば参加されると思いますが、「協議会ニュー

ス」に投稿の方もお願いします。広く門戸を開

けてお待ちしています。この機関紙が情報源と

して中身が濃いものになるのも、皆様方の投稿

へ量に比例します。どんな事柄でも結櫛です。是

非情報をお送り下さい。

◆今回も大勢の方、原稿をお送り下さり有り難

うございました。そこで、原稿を出される方へ

お願い。本来はお送り下さった原稿は返却すべ

きでしょうが、とてもその余裕がありません。

返却が必要な場合、そのむねお書き添えくださ

い。勝手なお願いですが．．。但し、写真は必

ず返送します。

◆各支部の通信員の方から「協議会ニュース」

用にということで、支部だよりを編集部にお送

りいただいています。その中から、相当量の情

報を使わせて頂いています。本来は個々の執筆

者の了解を得て転載すべきでしょうが、これま

たとてもその余裕がありません。ご了解くださ

い。

◆この「協議会ニュース」の編集には、いろい

ろな方のご協力があります。支部通信員の方、

それから「新聞スクラップ」のコーナーの為に

尾張・名古屋の新聞ローカル版の中の記事を佐

野滋さん、斉竹善行さんがお送り下さっていま

す。頭が下がる思いです。

◆次号は新年1月号です。新しい年にかける夢

・抱負などお送りくだされば、幸いです。また

竹内哲也さんの「廃品を利用した実験観察器具

等の工夫」シリーズが終わりました。どうもご

苦労さまでした。どなたか、シリーズものを書

いていただける方はありませんか。1月号から

載せたいと思いますので、ご希望の方は大至急

お知らせください。なお、1月号の原稿締切り

は12月10日です。

白

編集部会神戸敦

〒44O豊橋市多米中町1-12-3

aO532-62-5308

14



11月～1月の行事案内

＊他支部の行事にも参加出来ますが、急な変更

があるかもしれませんので照会の上、御参加下

さい。

①主催②集合場所・時間③照会先

④行事のねらい⑤参加資格・費用⑥備考

【11月2日（±）～3日（日）指導員研修会】

①協議会②犬山市継鹿尾

【11月3日（日）財賀寺観察会】

①東三河支部②豊川市財賀寺

③天野保幸窓05338-7-6012 ●

④晩秋の森の観察

【11月8日（金）生物の冬越し準備】

①知多支部②阿久比中央公民館18:30

【11月9日（土）～10日（日）鈴鹿山脈の自然

を訪ねて】

①知多支部②東海市農業センター9:30

③加藤公0562-83-8425

【11月10日（日）尾張支部月例観察会】

②瀬戸市岩屋堂③鈴木成和詮052-831-3559

④秋の黄葉と水生昆虫の世界

【11月17日（日）豊田市自然観察の森観察会】

①知多支部②東海市農業センター9:30

⑤会員研修

【11月20日（水）名古屋支部11月例会】

②名古屋市教育館6：30～

④村上哲生「名古屋市の河川」

⑥例会後、懇親会

【11月24日（日）豊田市自然観察の森観察会】

③豊田市自然観察の森竃0565-88-1310

④これはスゴイ1植物たちの繁殖戦略

【12月1日（日）シダ植物研修会】

①協議会②豊橋市嵩山蛇穴

【12月8日（日）尾張支部月例観察会】

②立田村木曽川堤③鈴木成和窓052-831-3559

④いろいろな水鳥をじっくりみる（トモエガ

モを探そう）
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【12月8日（日）名古屋支部隔月観察会】

②平針・針名神社9:30

【12月15日（日）大池公園観察会】

①知多支部②大池公園9:30

【12月22日（日）豊田市自然観察の森観察会】

③豊田市自然観察の森冠0565-88-1310

④僕等は森の掃除屋だ！土壌動物の世界

【1月12日（日）.尾張支部月例観察会】

②犬山市善師野③大竹勝途0568-61-3659

④里山の冬鳥の観察

f.、⑥午後は尾張支部の総会の予定

【1月19日（日）平成4年度奥三河支部総会

並びに作手高原自然観察会】
”

①奥三河支部②作手村役場前10:00

③石川静雄冠05362-2-1171

④新年度の事業計画等⑤会員会食実費

⑥自動車参加

【1月26日（日）豊田市自然観察の森観察会】

③豊田市自然観察の森窓0565-88-1310

④冬鳥をじっくり楽しもう

=全一毫貢の毒まつ、‘

･辻伸夫さん

きのこ精密画展『美しい森の妖精たち』

場所一豊橋市自然史博物館趣0532-41-4747

期間-10/20～11/10月曜休館

画流域の自然学シリーズ1

「豊川の自然を歩く」が出版されました。

中西正さん・池田芳雄さんの編集で浅岡

孝知・戸河里光雄・松岡敬二・横山良哲の皆

さんが執筆に加わっています。風媒社からで

¥1380です。自然観察のお供にどうぞ。

”


